
次
じ

号
ごう

は 2020年
ねん

1 月
がつ

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

です。区
く

役
やく

所
しょ

、しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ、特
とく

別
べつ

出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

、図
と

書
しょ

館
かん

など各
かく

公
こう

共
きょう

施
し

設
せつ

で配
はい

布
ふ

します。

発
はっ

行
こう

新
しん

宿
じゅく

区
く

地
ち

域
いき

振
しん

興
こう

部
ぶ

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

課
か

　〒160-8484 東
とう

京
きょう

都
と

新
しん

宿
じゅく

区
く

歌
か

舞
ぶ

伎
き

町
ちょう

1-4-1
          03-5273-3504　 03-5273-3590

新
しん

宿
じゅく

区
く

外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

のための広
こう

報
ほう

紙
し

☎

http://www.foreign.city.shinjuku.lg.jp/jp/Website

第
だい

58号
ごう

発
はっ

行
こう2019年

ねん10・1

区
く
内
ない
在
ざい
住
じゅう
・在
ざい
勤
きん
・在
ざい
学
がく
または区

く
内
ない
で活
かつ
動
どう
する団

だん
体
たい
に所
しょ
属
ぞく
している /

中
ちゅう
学
がく
生
せい
以
い
上
じょう
（19歳

さい
までは保

ほ
護
ご
者
しゃ
の同
どう
意
い
が必
ひつ
要
よう
）/ 日

に
本
ほん
語
ご
で簡
かん
単
たん
な会
かい

話
わ
ができる

○ 東
とう
京
きょう
五
ご
輪
りん
音
おん
頭
ど
講
こう
習
しゅう
会
かい
の手

て
伝
つだ
い

○ 12月
がつ
1
つい
日
たち
開
かい
催
さい
のオリンピック・パラ

リンピック250日
にち
前
まえ
イベント手

て
伝
つだ
い

▲ 日
に
本
ほん
語
ご
・英
えい
語
ご
・中
ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓
かん
国
こく
語
ご

で新
しん
宿
じゅく
区
く
の情
じょう
報
ほう
を配
はい
信
しん
中
ちゅう
！

今
こん

回
かい

、見
み

事
ごと

優
ゆう

勝
しょう

したのはモンゴル国
こく

籍
せき

のアマルジャルガル ジャルガルマーさんです。「私
わたし

は逃
に

げない」のタイトルで「環
かん

境
きょう

汚
お

染
せん

」や「バイオテク
ノロジー」などについて、自

じ

分
ぶん

がどう取
と

り組
く

んでいくのか熱
あつ

い思
おも

いを流
りゅう

暢
ちょう

な日
に

本
ほん

語
ご

で語
かた

りました。そんな彼
かの

女
じょ

に日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

方
ほう

法
ほう

などを聞
き

きました。

アマルジャルガル ジャルガルマーさん

新新
し んし ん

宿宿
じゅくじゅく

新
しん
宿
じゅく
区
く
独
どく
自
じ
のボランティア制

せい
度
ど
です。東

とう
京
きょう
2020 大

たい
会
かい
の気

き
運
うん
を高
たか
めるために開

かい
催
さい
するイベントの運

うん
営
えい
補
ほ
助
じょ
で活
かつ
動
どう
します。

東
とう
京
きょう
オリンピック・パラリンピック開

かい
催
さい
等
とう
担
たん
当
とう
課
か

（新
しん
宿
じゅく
区
く
役
やく
所
しょ
第
だい
1 分
ぶん
庁
ちょう
舎
しゃ
7 階
かい
）

☎ 03-5273-4220   FAX 03-5273-3931

新
しん
宿
じゅく
未
み
来
らい
創
そう
造
ぞう
財
ざい
団
だん
地
ち
域
いき
交
こう
流
りゅう
課
か

所
しょ
定
てい
の申
もうし
込
こみ
書
しょ
を郵
ゆう
送
そう
・ファックス・電

でん
子
し
メールで新

しん
宿
じゅく
未
み
来
らい
創
そう
造
ぞう
財
ざい
団
だん
地
ち
域
いき
交
こう
流
りゅう
課
か
へ。

※申
もうし

込
こみ

書
しょ

は東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピック開
かい

催
さい

等
とう

担
たん

当
とう

課
か

・特
とく

別
べつ

出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

等
とう

で配
はい

布
ふ

しているほか、同
どう

財
ざい

団
だん

ホームページから取
と

り出
だ

せます。

「「しゃべれおん’19しゃべれおん’19」」

優優
ゆうゆう

勝勝
しょうしょう

者者
しゃしゃ

インタビューインタビュー
日日
にに
本本
ほんほん
語語
ごご

スピーチスピーチ
コンテストコンテスト

教
きょう

科
か

書
しょ

の予
よ

習
しゅう

をするようにしていました。それと 1年
ねん

前
まえ

からNHKのラジオニュースを聞
き

いています。

Q Q

Q

どのように日
に

本
ほ ん

語
ご

を勉
べ ん

強
きょう

しましたか？

A
A

A

日
に

本
ほ ん

人
じ ん

の友
と も

達
だ ち

はいますか？

競
きょう

技
ぎ

カルタのサークルに入
はい

っています。みんなカルタが好
す

き

なので、すごく仲
なか

良
よ

くなれたり、友
とも

達
だち

になれたりしています。

楽
た の

しい日
に

本
ほ ん

語
ご

学
が く

習
しゅう

のコツはありますか？
日
に

本
ほ ん

語
ご

学
が く

習
しゅう

者
し ゃ

の人
ひ と

たちへのアドバイス

自
じ

分
ぶん

の周
まわ

りの日
に

本
ほん

人
じん

へ話
はな

しかけることが大
だい

事
じ

です。でも、日
に

本
ほん

人
じん

はシャイなので自
みずか

ら話
はな

しかけてくれないのが問
もん

題
だい

だと聞
き

きま

す。私
わたし

が気
き

づいたのは、年
ねん

齢
れい

が近
ちか

い人
ひと

や同
おな

じ興
きょう

味
み

を持
も

つ人
ひと

など

似
に

ている部
ぶ

分
ぶん

を見
み

つけて話
はな

しかけることです。例
たと

えば私
わたし

はあい

みょんさんが好
す

きです。そういったことをきっかけに日
に

本
ほん

人
じん

へ

話
はな

しかけることで、話
はな

す力
ちから

も語
ご

彙
い

もどんどん増
ふ

えます。

アマルジャルガル ジャルガルマーさんありがとうございました。
◀ 入

にゅう

賞
しょう

者
しゃ

のスピーチはこちら（https://www.regasu-shinjuku.or.jp/?p=12104）で見
み

ることができます。
日
に

本
ほん

語
ご

スピーチコンテスト「しゃべれおん」は、引
ひ

き続
つづ

き 2020 年
ねん

も開
かい

催
さい

予
よ

定
てい

です。皆
みな

さまの参
さん

加
か

をお待
ま

ちしています。

大
だい

募
ぼ

集
しゅう

しゃべれおん
しゃべれおん優勝者優勝者

東
とう
京
きょう
五
ご
輪
りん
音
おん
頭
ど

新
しん

宿
じゅく

未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

財
ざい

団
だん

地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

課
か

〒 169-0072 大
おお
久
く
保
ぼ
3-1-2 

新
しん
宿
じゅく
コズミックセンター内

ない

 ☎︎   03-3232-5121
FAX 03-3209-1833

【URL】https://www.
regasu-shinjuku.or.jp
【メールアドレス】
shinjukusapo@
regasu-shinjuku.or.jp

サポーターサポーター

今
こん

回
かい

28 回
かい

目
め

を迎
むか

えた「しゃべれ
おん」は、6月

がつ

15 日
にち

に開
かい

催
さい

されま
した。新

しん

宿
じゅく

区
く

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

学
がく

・在
ざい

勤
きん

の外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

が日
に

本
ほん

語
ご

で日
ひ

頃
ごろ

から
感
かん

じていることや将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

を発
はっ

表
ぴょう

するスピーチコンテストです。

しゃべれおんとは？

対
たい

象
しょう

次
つぎ

の全
すべ

てに該
がい

当
とう

する方
かた

ボランティア制
せい

度
ど

についての問
とい

合
あわ

せ

登
とう

録
ろく

受
うけ

付
つけ

事
じ

務
む

局
きょく

活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

例
れい



2

しんじゅく多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザ
外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

コーナー
●対

たい

応
おう

日
び

・言
げん

語
ご

　10：00～ 17:00(12:00 ～ 13:00 を除
のぞ

く )

月
げつ

火
か

水
すい

木
もく

金
きん

韓
かん

国
こく

語
ご

（午
ご

後
ご

のみ）

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

タイ語
ご

ネパール語
ご

英
えい

語
ご

※水
すい

（第
だい

2・第
だい

4）
を除
のぞ

く

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

ミャンマー語
ご

韓
かん

国
こく

語
ご

英
えい

語
ご

（第
だい

3 金
きん

曜
よう

のみ）

※相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

の秘
ひ

密
みつ

は守
まも

ります。安
あん

心
しん

してご利
り

用
よう

ください。　※来
らい

所
しょ

だけでなく、電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

も可
か

能
のう

です。
※相

そう

談
だん

例
れい

：進
しん

学
がく

、子
こ

どもの教
きょう

育
いく

、健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、税
ぜい

金
きん

など

子
こ

どもインフルエンザ 一
いっ

般
ぱん

インフルエンザ 高
こう

齢
れい

者
しゃ

インフルエンザ

対
たい

象
しょう

区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

で 2019 年
ねん

10 月
がつ

1 日
たち

現
げん

在
ざい

、1歳
さい

～ 12 歳
さい

の
人
ひと

※生
せい

後
ご

6 か月
げつ

～ 11か月
げつ

で
接
せっ

種
しゅ

を希
き

望
ぼう

する人
ひと

は問
と

い合
あ

わせてください。

区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

で 2019 年
ねん

10 月
がつ

1
つい

日
たち

現
げん

在
ざい

、13 歳
さい

～ 64 歳
さい

で生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

等
とう

の人
ひと

※事
じ

前
ぜん

に申
もうし

込
こ

みが必
ひつ

要
よう

で
す。

区
く

内
ない

在
ざい

住
じゅう

で接
せっ

種
しゅ

をする日
ひ

に、① 65歳
さい

以
い

上
じょう

、② 60
歳
さい

～ 64 歳
さい

で、心
しん

臓
ぞう

・腎
じん

臓
ぞう

・呼
こ

吸
きゅう

器
き

・免
めん

疫
えき

機
き

能
のう

に重
じゅう

度
ど

の障
しょう

害
がい

（身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

1 級
きゅう

程
てい

度
ど

）がある人
ひと

接
せっ

種
しゅ

回
かい

数
すう

2 回
かい

1 回
かい

1 回
かい

自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

金
きん

額
がく

1 回
かい

1,700 円
えん

※生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

等
とう

の人
ひと

は無
む

料
りょう

です。
無
む

料
りょう

2,500 円
えん

※ 75 歳
さい

以
い

上
じょう

と、生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

等
とう

の人
ひと

は無
む

料
りょう

です。

中
ちゅう

国
ごく

語
ご

（火
か

・木
もく

曜
よう

日
び

）

電
でん

話
わ

で長
ちょう

時
じ

間
かん

の相
そう

談
だん

を受
う

けることもあります。じっ

くり時
じ

間
かん

をかけて話
はなし

を聞
き

い

ています。

ミャンマー語
ご

（木
もく

曜
よう

日
び

）

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、学
がっ

校
こう

関
かん

係
けい

の相
そう

談
だん

が多
おお

いですね。困
こま

ってい

るときは、手
て

伝
つだ

うので来
き

て

ください。

暮暮
くく

らしのらしの

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の中
なか

で困
こま

ったことや疑
ぎ

問
もん

に思
おも

ったことはありませんか？
このコーナーでは毎

まい

回
かい

テーマを決
き

めて「困
こま

った！」「どうして？」を解
かい

決
けつ

します。
第
だい

1 回
かい

はごみの分
ぶん

別
べつ

編
へん

です。
新
しん

宿
じゅく

区
く

ではごみを捨
す

てるとき、燃
も

やすごみ・金
きん

属
ぞく

・陶
とう

器
き

・ガラスごみ・古
こ

紙
し

・ペットボトル・缶
かん

などい

くつにも分
ぶん

別
べつ

する「ルール」があります。このルールに従
したが

ってできる限
かぎ

りリサイクルすることが大
たい

切
せつ

です。

● びんや缶
かん
は、食

た
べ物
もの
や飲

の
み物
もの
などの中

なか

身
み
が残
のこ
ったままで出

だ
すとリサイクル

できません。水
みず
ですすぐなどして汚

よご
れ

をとってから出
だ
してください。

● 汚
よご
れがひどい古

こ
紙
し
・容
よう
器
き
包
ほう
装
そう
プラスチ

ックは燃
も
やすごみに出

だ
してください。

インフルエンザ予
よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

を実
じ っ

施
し

します

中
ちゅう
国
ごく
語
ご
相
そう
談
だん
員
いん

ミャンマー語
ご
相
そう
談
だん
員
いん

プラザの場
ば

所
しょ

・地
ち

図
ず

、開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

、休
きゅう

館
かん

日
び

、問
と

い合
あ

わせ先
さき

は

←こちら

　インフルエンザの予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

け

ると、感
かん

染
せん

の予
よ

防
ぼう

や症
しょう

状
じょう

を軽
かる

くする

効
こう

果
か

があります。区
く

から送
おく

られた予
よ

診
しん

票
ひょう

を持
も

って、区
く

が指
し

定
てい

する医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で接
せっ

種
しゅ

してください。予
よ

診
しん

票
ひょう

がな

いときは、保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

に問
と

い合
あ

わせ

てください。また、家
いえ

に届
とど

いた資
し

料
りょう

を理
り

解
かい

できないときは、外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

（本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

1 階
かい

）に来
き

てください。

【問
とい

合
あわ

せ】保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

予
よ

防
ぼう

係
がかり

（第
だい

二
に

分
ぶん

庁
ちょう

舎
しゃ

分
ぶん

館
かん

1 階
かい

）☎ 03-5273-3859　※日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

です。

（2019年
ねん
10月

がつ
1
つい
日
たち
～ 2020年

ねん
1 月
がつ
31日

にち
）

日
にち

常
じょう

生
せい

活
か

このコー

をを解解
か いか い

決決
けつけつ

！！！！
「どうし

て？」
「どうし

て？」

分
ぶん

別
べつ

の際
さい

の注
ちゅう

意
い

点
てん分

ぶん

別
べつ

せずに

一
ひと

つの袋
ふくろ

に入
い

れて捨
す

てると、

回
かい

収
しゅう

されませ

ん！！

缶
かん

生
なま
ごみ
プラスチック製

せい
品
ひん

びん

10 ｶ10 ｶ

「「困困
こまこま
った！った！」」

資
し

源
げん

ごみ
（古

こ
紙
し
、びん、缶

かん
 など）

燃
も

やすごみ（生
なま
ごみ、

プラスチック製
せい
品
ひん
 など）

金
きん

属
ぞく

・陶
とう

器
き

・ガラ
スごみ（小こ 型がた家か 電でん製せい

品
ひん
、食
しょっ
器
き
 など）

余
よ
分
ぶん
な食
しょく
料
りょう
や物
もの
を

買
か
わないようにし

て、ごみの量
りょう
を減

へ
ら

すことも大
たい
切
せつ
です！

分
ぶん

別
べつ

するとそれぞれ新
あたら

しいものに生
う

まれ
変
か

わります。

Vol.1 ごみの分
ぶん

別
べつ

にちじ

詳
くわ
しい分

ぶん
別
べつ
方
ほう
法
ほう
はこちら（ごみ・資

し

源
げん
の分

わ
け方
かた
・出

だ
し方
かた
案
あん
内
ない
を日

に
本
ほん
語
ご
・英
えい

語
ご
・中
ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓
かん
国
こく
語
ご
・タガログ語

ご
・タ

イ語
ご
・ベトナム語

ご
・ネパール語

ご
・ミャ

ンマー語
ご
・フランス語

ご
・アラビア語

ご
で

見
み
ることができます）。

https://www.city.shinjuku.lg.jp/seikatsu/fi le09_02_00001.html回
かい

収
しゅう

されません！！
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最
さい

近
きん

では注
ちゅう

目
もく

されることも減
へ

ったHIV。医
い

療
りょう

の進
しん

歩
ぽ

によりエイズ発
はっ

症
しょう

を防
ふせ

ぐことができるようになったにもかか

わらず、根
ね

強
づよ

い偏
へん

見
けん

や無
む

関
かん

心
しん

が治
ち

療
りょう

・早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

の妨
さまた

げになっています。HIVで悩
なや

む人
ひと

たちを支
し

援
えん

する「NPO法
ほう

人
じん

ぷれいす東
とう

京
きょう

」の生
いく

島
しま

嗣
ゆずる

さんに、HIVとの向
む

き合
あ

い方
かた

についてお話
はなし

をうかがいました。

NPO法
ほう

人
じん

 ぷれいす東
とう

京
きょう

HIV と向
む

き合
あ

い、共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

をめざして

事
じ

務
む

局
きょく

スタッフの皆
みな

さん

代
だい

表
ひょう 生

い く

島
し ま

嗣
ゆずる

さん

1958 年
ねん

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

生
う

まれ。

1994 年
ねん

、ぷれいす東
とう

京
きょう

の

立
た

ち上
あ

げに参
さん

加
か

。2012年
ねん

に代
だい

表
ひょう

に就
しゅう

任
にん

。HIV 陽
よう

性
せい

者
しゃ

と周
しゅう

囲
い

の人
ひと

たちへの支
し

援
えん

を続
つづ

ける。

HIV とエイズ    エイズは HIV とHIV とエイズ    エイズは HIV と呼呼
よよ

ばれるウイルスにばれるウイルスに感感
かんか ん

染染
せ んせ ん

することによってすることによって起起
おお

こるこる病病
びょうびょう

気気
きき

です。です。

HIV の検
けん

査
さ

や相
そう

談
だん

は無
む

料
りょう

・匿
とく

名
めい

で受
う

けられます
新
しん

宿
じゅく

区
く

保
ほ

健
けん

所
じょ

ではHIV検
けん

査
さ

や相
そう

談
だん

受
うけ

付
つけ

を無
む

料
りょう

・匿
とく

名
めい

で行
おこな

っています。相
そう

談
だん

者
しゃ

や相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

についての秘
ひ

密
みつ

は厳
げん

守
しゅ

され、検
けん

査
さ

結
けっ

果
か

は本
ほん

人
にん

に直
ちょく

接
せつ

お

知
し

らせします。不
ふ

安
あん

に思
おも

っていることがあれば、まずは電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

をご利
り

用
よう

ください。

☎03-3369-7110
【対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

】英
えい

語
ご

・スペイン語
ご

・

　　　　　 ポルトガル語
ご

・タイ語
ご

【受
うけ

付
つけ

日
にち

時
じ

】毎
まい

週
しゅう

木
もく

曜
よう

日
び

( 祝
しゅく

休
きゅう

日
じつ

除
のぞ

く ) 

                13：00～ 17：00

※タイ語
ご

は月
つき

2 回
かい

（HIV 検
けん

査
さ

日
び

のみ実
じっ

施
し

）

【検
けん

査
さ

内
ない

容
よう

】HIV・STI（梅
ばい

毒
どく

・クラミジア・B型
かた

肝
かん

炎
えん

ウイルス）

【対
たい

応
おう

言
げん

語
ご

】英
えい

語
ご

・スペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

・タイ語
ご

【実
じっ

施
し

日
び

】原
げん

則
そく

月
つき

2 回
かい

木
もく

曜
よう

日
び

　　　【受
うけ

付
つけ

時
じ

間
かん

】13：30～ 15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※先

せん
着
ちゃく
25 名

めい
）

【実
じっ

施
し

会
かい

場
じょう

】新
しん

宿
じゅく

区
く

保
ほ

健
けん

所
じょ

健
けん

診
しん

会
かい

場
じょう

                 （新
しん

宿
じゅく

区
く

西
にし

新
しん

宿
じゅく

7-5-8、新
しん

宿
じゅく

都
と

税
ぜい

事
じ

務
む

所
しょ

1 階
かい

）

【問
とい

合
あわ

せ】保
ほ

健
けん

予
よ

防
ぼう

課
か

予
よ

防
ぼう

係
がかり

☎03-5273-3859 ※日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

詳
くわ

しくはこちら
http://www.foreign.

city.shinjuku.lg.jp/jp/

kenko/kenko_10/

　ぷれいす東
とう

京
きょう

の活
かつ

動
どう

の１つに電
でん

話
わ

や対
たい

面
めん

での相
そう

談
だん

サ
ービスがあり、そこには国

こく

籍
せき

を問
と

わずたくさんの人
ひと

か
ら相

そう

談
だん

が寄
よ

せられます。
　「『HIV/ エイズ＝死

し

』というイメージをいまだに多
おお

く
の人

ひと

が抱
いだ

いているように感
かん

じます。しかし、これは大
おお

きな間
ま

違
ちが

いです。エイズによる死
し

亡
ぼう

率
りつ

は劇
げき

的
てき

に減
へ

って
おり、非

ひ

感
かん

染
せん

者
しゃ

と同
おな

じくらい長
なが

生
い

きできる道
みち

が開
ひら

かれ
ています。外

がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

からは、HIV 陽
よう

性
せい

者
しゃ

は国
こく

外
がい

退
たい

去
きょ

命
めい

令
れい

を受
う

けるのではないか、ビザに悪
あく

影
えい

響
きょう

があるので
はないかといった問

と

い合
あ

わせもあります。もちろんそ
れらも間

ま

違
ちが

いです。国
こく

外
がい

退
たい

去
きょ

命
めい

令
れい

を受
う

けることはあり
ませんし、国

こく

籍
せき

を問
と

わず平
びょう

等
どう

な医
い

療
りょう

サービスを受
う

ける
ことができます」
治
ち

療
りょう

技
ぎ

術
じゅつ

は進
しん

歩
ぽ

しており、治
ち

療
りょう

の早
そう

期
き

開
かい

始
し

が長
ちょう

寿
じゅ

で
健
けん

康
こう

な生
せい

活
かつ

を送
おく

るために重
じゅう

要
よう

だと生
いく

島
しま

さんは語
かた

ります。
　「HIV 感

かん

染
せん

に気
き

がつき早
はや

い段
だん

階
かい

から治
ち

療
りょう

を始
はじ

めてい
れば、健

けん

康
こう

な人
ひと

と変
か

わらない生
せい

活
かつ

が送
おく

れます。女
じょ

性
せい

の

HIV 陽
よう

性
せい

者
しゃ

は元
げん

気
き

な赤
あか

ちゃんを産
う

むこともできます。
問
もん

題
だい

なのはHIV 陽
よう

性
せい

と診
しん

断
だん

される人
ひと

の約
やく

3 割
わり

がエイズ
を発

はっ

症
しょう

していること。診
しん

断
だん

が遅
おく

れ、エイズを発
はっ

症
しょう

して
しまうとさまざまな病

びょう

気
き

にかかり、死
し

に至
いた

ることもあ
ります」
保
ほ

健
けん

所
じょ

や検
けん

査
さ

機
き

関
かん

では検
けん

査
さ

・相
そう

談
だん

を匿
とく

名
めい

で行
おこな

ってい
ますが、社

しゃ

会
かい

の偏
へん

見
けん

や差
さ

別
べつ

を恐
おそ

れ、検
けん

査
さ

への足
あし

が遠
とお

のき、
体
からだ

の調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなるまで気
き

がつかない、あるいは放
ほう

っ
ておくというケースが後

あと

を絶
た

ちません。
　「病

びょう

気
き

と向
む

き合
あ

うのは怖
こわ

いけど、勇
ゆう

気
き

を出
だ

して向
む

き合
あ

ってみてください。検
けん

査
さ

を受
う

けないと進
しん

歩
ぽ

した治
ち

療
りょう

を
受
う

けることはできません。検
けん

査
さ

を受
う

けることが病
びょう

気
き

と
向
む

き合
あ

う第
だい

一
いっ

歩
ぽ

になります」と生
いく

島
しま

さん。
　HIV/ エイズとともに生

い

きる人
ひと

たちが、ありのままに
生
い

きられる社
しゃ

会
かい

をめざして活
かつ

動
どう

するぷれいす東
とう

京
きょう

。今
こん

後
ご

の活
かつ

動
どう

に注
ちゅう

目
もく

です。

事
じ

務
む

局
きょく

スタ フの皆
みな

さん

NPO 法
ほう

人
じん

ぷれいす東
とう

京
きょう

https://ptokyo.org

電
でん 話

わ
相
そう

談
だ ん 検

けん
査
さ
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CAFE SOSEKI
お飲

の

み物
もの

やこだわりのスイーツ
を用

よう

意
い

しています。

再
さい

発
はっ

見
けん

ー 第
だ い

8 回
か い

 ー

新
しん
宿
じゅく
の魅

み
力
りょく
を 

文
ぶん

学
がく

ファン必
ひっ

見
けん

のスポット

新
しん
宿
じゅく
区
く
立
りつ       漱

そ う

石
せ き

山
さ ん

房
ぼ う

記
き

念
ね ん

館
か ん

書
し ょ

斎
さ い

を再
さ い

現
げ ん

※書
しょ

斎
さい

の再
さい

現
げん

は神
か

奈
な

川
がわ

近
きん

代
だい

文
ぶん

学
がく

館
かん

及
およ

び
東
とう

北
ほく

大
だい

学
がく

附
ふ

属
ぞく

図
と

書
しょ

館
かん

の協
きょう

力
りょく

により実
じつ

現
げん

しました。

観
か ん

覧
ら ん

料
りょう

（通
つう

常
じょう

展
てん

）一
いっ

般
ぱん

300 円
えん

、小
しょう

学
がく

生
せい

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

100 円
えん

  ( 特
とく

別
べつ

展
てん

開
かい

催
さい

時
じ

は変
へん

更
こう

あり )

※団
だん

体
たい

20 名
めい

以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

、一
いっ

般
ぱん

150 円
えん

、小
しょう

学
がく

生
せい

・中
ちゅう

学
がく

生
せい

50 円
えん

開
か い

館
か ん

時
じ

間
か ん

10：00 ～ 18：00（入
にゅう

館
かん

は 17：30 まで）

休
きゅう

館
か ん

日
び

①月
げつ

曜
よう

日
び

（休
きゅう

日
じつ

の場
ば

合
あい

は、直
ちょく

後
ご

の休
きゅう

日
じつ

でない日
ひ

）②年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

（12 月
がつ

29 日
にち

～

1 月
がつ

3 日
か

）③臨
りん

時
じ

休
きゅう

館
かん

日
び

3

4

1

7

6

10
9

8

11

2 5

❶	夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

 誕
たん

生
じょう

の地
ち

❷	夏
なつ

目
め

坂
ざか

：漱
そう

石
せき

の父
ちち

が命
めい

名
めい

した馬
ば

場
ば

下
した

から 

南
なん

東
とう

へ上
あが

る坂
さか

❸	早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく

（旧
きゅう

：東
とう

京
きょう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

）：

   1892 年
ねん

から 1895 年
ねん

まで講
こう

師
し

をつとめる

❹	穴
あな

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

：漱
そう

石
せき

の虫
むし

封
ふう

じに妻
つま

がお参
まい

りした神
じん

社
じゃ

❺	漱
そう

石
せき

山
さん

房
ぼう

記
き

念
ねん

館
かん

❻	神
かん

田
だ

川
がわ

（旧
きゅう

：江
え

戸
ど

川
がわ

）：

　「それから」に神
かん

田
だ

川
がわ

沿
ぞ

いの光
こう

景
けい

が描
えが

かれています

❼	英
えい

国
こく

から帰
き

国
こく

後
ご

住
す

んだ家
いえ

❽	地
じ

蔵
ぞう

坂
ざか

（旧
きゅう

：藁
わら

店
だな

）：落
らく

語
ご

好
ず

きの漱
そう

石
せき

がよく通
かよ

った寄
よ

席
せ

があった

❾	相
そう

馬
ま

屋
や

：漱
そう

石
せき

が利
り

用
よう

した文
ぶん

具
ぐ

店
てん

❿	神
か

楽
ぐら

坂
ざか

：「坊
ぼ

っちゃん」「それから」な

ど多
おお

くの作
さく

品
ひん

に書
か

かれています

⓫	東
とう

京
きょう

理
り

科
か

大
だい

学
がく

（旧
きゅう

：東
とう

京
きょう

物
ぶつ

理
り

学
がっ

校
こう

）：

「坊
ぼ

っちゃん」の主
しゅ

人
じん

公
こう

の母
ぼ

校
こう

外
がい
国
こく
語
ご
で読

よ
みたい方

かた
へ

誰
だれ

でも利
り

用
よう

できる図
と

書
しょ

室
しつ

では、
外
がい

国
こく

語
ご

版
ばん

の書
しょ

籍
せき

を読
よ

むことがで
きます。詳

くわ

しくはこちら
http://www.foreign. 

city.shinjuku.lg.jp/jp/ 

goraku/goraku_70/

　夏
なつ
目
め
漱
そう
石
せき
が亡

な
くなるまでの 9年

ねん
間
かん
を過

す
ごした「漱

そう
石
せき
山
さん
房
ぼう
」の跡

あと
地
ち
に開

かい

館
かん
した記

き
念
ねん
館
かん
。書
しょ
斎
さい
・客
きゃく
間
ま
・ベランダ式

しき
回
かい
廊
ろう
などが再

さい
現
げん
されているほか、

通
つう
常
じょう
展
てん
やイベントでは漱

そう
石
せき
作
さく
品
ひん
や文
ぶん
学
がく
世
せ
界
かい
の魅

み
力
りょく
を発
はっ
信
しん
しています。

所
し ょ

在
ざ い

地
ち

　新
し ん

宿
じゅく

区
く

早
わ

稲
せ

田
だ

南
みなみ

町
ちょう

7 番
ば ん

地
ち

アクセス　　東
とう

京
きょう

メトロ東
とう

西
ざい

線
せん

早
わ

稲
せ

田
だ

駅
えき

から徒
と

歩
ほ

10 分
ぷん

都
と

営
えい

大
おお

江
え

戸
ど

線
せん

牛
うし

込
ごめ

柳
やなぎ

町
ちょう

駅
えき

東
ひがし

口
ぐち

から徒
と

歩
ほ

15 分
ふん

都
と

営
えい

バス（白
しろ

61）　牛
うし

込
ごめ

保
ほ

健
けん

センターから徒
と

歩
ほ

2 分
ふん

問
と い

合
あ わ

せ

☎ 03-3205-0209　※日
に

本
ほん

語
ご

対
たい

応
おう

URL: https://soseki-museum.jp/
◀︎ HP はこちら

   （日
に

本
ほん

語
ご

・英
えい

語
ご

）

飯
いい

田
だ

橋
ばし

駅
えき

牛
うし

込
ごめ

神
か

楽
ぐら

坂
ざか

駅
えき

神
か

楽
ぐら

坂
ざか

駅
えき

早
わ

稲
せ

田
だ

駅
えき

外
そと

堀
ぼり

通
どお

り

神
か

楽
ぐら

坂
ざか

通
どお

り牛
うし

込
ごめ

保
ほ

健
けん

センター

鶴
つる

巻
まき

図
と

書
しょ

館
かん

諏
す

訪
わ

通
どお

り

早
わ

稲
せ

田
だ

小
しょう

音
おん

声
せい

ガイド（無
む

料
りょう

）
ご希

き

望
ぼう

の方
かた

は受
うけ

付
つけ

までお知
し

らせください。
言
げん

語
ご

：日
に

本
ほん

語
ご

・英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・韓
かん

国
こく

語
ご

新
しん

宿
じゅく

区
く

で生
う

まれ育
そだ

った明
めい

治
じ

・大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

の文
ぶん

豪
ごう

・夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

は「吾
わが

輩
はい

は猫
ねこ

である」でデビュー。その後
ご

「坊
ぼ

っちゃん」
「三

さん
四
し

郎
ろう

」「門
もん

」「こころ」など数
かず

々
かず

の名
めい

作
さく

を書
か

き残
のこ

しました。
夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

牛
うし

込
ごめ

柳
やなぎ

町
ちょう

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

まち歩き MAP
漱
そう
石
せき
ゆかりのスポットを歩

ある
いてみませんか？




